
 

第１章 子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における

提供会員の確保方策等に関する調査の目的及び概要

リー・ ート・ ンターアンケート調査（アンケート調査

１ 令和３年度実施アンケート調査クロス集計による分析・検定

（１ 調査 および内容

 令和３年度の調査結果 ま 、活 実 用実 についてクロス集計 い、課題につい 

て 分析 める  

（２ 調査対象

対象と る調査 令和３年度実施調査(回 分) 

 ・ア イ ー調査 ンター 

 ・ 会員調査  3 3  

 ・ 会員調査  3  

・ 方会員調査  3  

方会員調査 、 方会員の ていても、 会員と 会員の 方の 

        活 実 い 対象 と め、回 ている  

（３ 集計・分析方法

   調査において、 要 クロス集計 実施 

  計学 析に  用 、 、５

と  

ア イ ー調査 

・ア イ ー調査内 のクロス集計による分析 

ア イ ー調査と会員調査（ 会員、 会員、 方会員 との による分析 

の分析により、 会員確 に ア イ ーの とい 実 の

る ンターの回 の 、および 会員の５年 の （ 成 年度と令和 年度

実 に ンターと （ い ンターの回 の  

会員調査 

・ 会員に 理 会員と て もの も 家庭

り と （年 、 の 、活 年 、 業 、 とのクロス集計

実施  

    

（４ 分析

ア イ ー調査 

１ア イ ー 会員の ている ンターの ・  

１ （１ 会員の と会員 の 大 り  

１ （２ 会員の と 報 法の 果 

１ （３ 会員の と 会員との ュ ケー ン方法の  
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１ （４ 会員の と 考 方 家庭との関 りの

 

１ （５ 会員の と 関との の  

１ （６ 会員の と 会員 成 ( ・ 4時 )の実施状況 

１ （ 会員の と リー ーの  

１ （８ 会員の とア イ ーの 期 

１ （９ 会員の とア イ ーの 用（正 ・ 正  

２ 実 の 会員 との  

２ （１ 会員 と会員 の 大 り  

２ （２ 会員 と 報 法の 果 

２ （３ 会員 と 会員との ュ ケー ン方法の  

２ （４ 会員 と 考 方 家庭との関 りの （

度  

２ （５ 会員 と 関との の  

２ （６ 会員 と 会員 成 ( ・ 4時 )の実施状況 

２ （ 会員 と リー ーの  

２ （８ 会員 とア イ ーの 期 

２ （９ 会員 とア イ ーの 用（正 ・ 正  

３ 会員、 会員、 方会員調査との による 会員確 の

および 会員 と ンターの ・  

３ （１ 認 の （ 会員調査 と 会員確 状況の関  

３ （２ 会員に 理 の （ 会員調査 と 会員確 状況の関  

３ （３ 会員に とで ものの （ 会員調査 と 会員確 状

況の関  

３ （４ 会員の 度の （ 会員調査 と 会員確 状況の関  

３ （５ 会員 の の （ 会員調査 と 会員確 状況の関  

３ （６ 方会員に 理 の （ 方会員調査 と 会員確 状況の関  

３ （ 方会員に とで ものの （ 方会員調査 と 会員確 状

況の関  

３ （８ 方会員の 度の （ 方会員調査 と 会員確 状況の関  

会員調査  

 会員に 理 と  

（１ 年 との関  

１ （２ の  

１ （３ 活 年  
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１ （４ 業  

１ （５  

２ 会員に とで ものと  

２ （１ 年 とのクロス集計 

２ （２ の  

２ （３ 活 年  

２ （４ 業  

２ （５  

３ 考 方 家庭 の関 りと  

３ （１ 年 とのクロス集計 

３ （２ の  

３ （３ 活 年  

３ （４ 業  

３ （５  

２ リー・ ート・ ンター認 度調査

（１ 調査 および内容

   事業の 会員の の理 と て事業の認 度、事業 のイ ージ ー

、 課題 検 する  

（２ 調査対象

会員と り る子 て家庭の  

・ 子年 学 学年 の子どものいる  

 ・ 分 に対応 で 分 

会員と り る方 会員 の調査 

 ・ ～ の  

 ・ 分 に対応 で 分 

（２ 調査対象

3  3  計   

（３ 調査方法

   対象と る インターネット ターにインターネット で回 い い  

（４ 実施時期

   令和 4年 月 日～ 日 
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（５

   会員と り る子 て家庭の  

    ・ ている  

・ ている 、 、認  

       会員に ている  

       会員に てい い の理  

    ・子ども て い 、 する  

    ・子ども て い 、実 どのよ に ている  

    ・ 事業 のイ ージ 

  会員と り る年 の方 

    ・ ている  

    ・ ている 、 、認  

会員に ている  

会員に てい い の理  

   ・子 て の活 の の  

   ・子 ての の いについて 要 ている  

・ 事業 のイ ージ 

リー・ ート・ ンターヒアリング調査（ヒアリング調査

１ 調査 および内容

（１ 調査

   リー・ ート・ ンター事業にお る 会員確 の めの課題の と、課題  

の めの活用 対応策 事 ・検討する  

（２ 調査対象( )

   令和３年度アンケート調査において 会員の確 ている ンター  ンター 

   での事業 開 ている ンター び と る関 関    3 ンター 

会員、 会員、 方会員   3 ンター 

    

について 、令和３年度アンケート調査結果 もとに選定 について 、検討委員の

ンターに 検討委員会において  

（３ 調査方法

   による り調査 ン イン( )により にインタ ュー調査  

   め 定 事 い 、 ンターに に り て い内容について、 

   に  

（４ ヒアリング

 令和３年度アンケート調査において 会員の確 分 ている ンター 
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・ 会員の確 の めに実施 内容、   

・ 報の  

・ア トリー の  

・ 会の  

・ の確 の めの と 策 

・ リー・ ート・ ンター事業 に り、 会員 ど ている  

（会員との ュ ケー ン、会員 の 、 関 めの  

   ・ の事業の り方について 

関との の 、 での事業 開 ている ンター と て考  

る関 関  

   ・ 要と  

   ・ に て 題と と、課題 

   ・ の内容、 分  

   ・ の 果 

   ・ ま 対応で 事  

   ・ の で 要 と 

会員の確 の 、 会員 、 会員、 方会員  

・会員に  

   ・活 内容 

   ・活 て と 

   ・事業について と 

（５ 調査実施時期 令和 4年 月 日～ 月 日 

ヒアリング実施スケジュール、  

分 ンター ヒアリング 実施日

 
 

会員 
の確

ま リー・ ート・ ンター  

 
月 日 

内委員、 委員 

 
 

会員 
の確

おお リー ート ンター 大  

委 会福祉法 大 ンター 
月 日 

委員、 委員、 委員 

3 
 

会員 
の確

リー・ ート・ ンター  

課 
月 日 

委員、本 委員、 委員、 委員、 委員 

4 
 

会員 
の確

リー・ ート・ ンター 福  

補 定 活 法 ュ  
月 4 日 

委員、 内委員、本 委員、 委員、 委員 
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会員 
の確

リー・ ート・ ンター す い  

補 法  
月 日 

内委員、 委員 

 
 

会員 
の確

リー・ ート・ ンター  

委 会福祉 会 

月 日 
委員、 委員、 委員 

 
関

との 
 

リー・ ート・ ンター  

委 会福祉 会 
月 日 

委員、 内委員、 委員、 委員、 委員 

 
関

との 
 

方 リー・ ート・ ンター 大 方  

委 会福祉法 大  
月 日 

委員、本 委員、 委員 

 
関

との 
 

リー・ ート・ ンター るめ 福  

委 法 ル・ トー 
月 日 

委員、 委員 

 会員

立 リー・ ート・ ンター 立  

立  子ども家庭  子ども家庭 ンター 
月 日 

委員、 内委員、 委員 

 会員

まつ リー・ ート・ ンター  

委 法 まつ ネット 
月 日 

委員、本 委員、 委員 

 会員

方 リー・ ート・ ンター 大 方  

委 会福祉法 大  
月 日 

委員、 委員、 委員、 委員 

実施

 １ 検討委員 （ 、             令和５年３月 ・  

 ・  

  大学 総 福祉学  会福祉学   

内 子 日本福祉大学 ・ 理学  子ども発 学    

  立正大学 会福祉学  子ども 福祉学   

 よ 大 立大学 ス 学  福祉学   

本  子 
・  

子 て ート ンター ア イ ー 
会福祉法 会福祉 会  
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 子 
関   
立 リー・ ート・ ンター ア イ ー 
立  子ども家庭  子ども家庭 ンター 

 どり 
 

リー・ ート よ  
法  子 てネット ーク・ ッ ロ 理事  

  
・関  

会福祉法 大 リー ート 括
  

  
・   
まつ リー・ ート・ ンター ア イ ー 

NPO法人たかまつ男女共同参画ネット

（ ー ー  
 子 

関  
立  子ども家庭  子ども家庭 ンター   

   

事  

 子 法  会 第 事業   

  法  会 第 事業   

 子 法  会 第 事業  員 

 正子 法  会 第 事業  員 
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２ 検討委員会開催状況

委員会 時期 調査 

６月１１

～１２日
日本子ども家庭福祉学会 学術発表会での発表（R3 年度調査報告書 

第１回
８月 

１０日

・R4年度調査研究事業の概要およびスケジュールの確認 

・R3 年度アンケート調査結果のクロス集計による分析・検定の検討 

・インターネット調査対象、調査内容、方法の検討 

・ヒアリング調査概要の確認 

・調査報告のとりまとめ方針の確認 

↓ 

▼ ９月 
インターネット調査票の策定 

ヒアリング候補の選定 

↓ 

第２回
９月 

２２日

・インターネット調査調査票、調査実施スケジュールの確認 

・ヒアリング調査の実施内容に関する検討 

・ヒアリング対象の検討 

↓ 

▼ 
９月～

１１月

・立正大学倫理審査委員会申請⇒承認 

・インターネット調査の実施、集計 

・ヒアリング調査の実施、まとめ 

・R3 年度アンケート調査結果のクロス集計による分析・検定 

・調査結果分析・まとめ 

↓ 

第３回

令和 

５年 

１月 

２０日

・R3年度アンケート調査結果のクロス集計による分析・検定結果報告

・インターネット調査結果報告 

・ヒアリング調査結果報告 

・事業の課題に対する対応策についての検討 

・報告書の構成についての検討 

↓ 

▼ 
～ 

２月 

・調査結果の分析・考察 

・報告書(案)の作成 

↓ 

第４回
３月 

３日 

・調査結果の総括 

・報告書(案)の確認、活用法の検討 
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